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県の動き

県の動き

◆年末・年始総合警戒とは
年末・年始は、にぎやかな行事やイベントが数多く
行われるなど、経済活動や人々の移動が活発化します。
その一方で、金融機関やコンビニなどを対象とする強
盗、高齢者や女性を狙ったひったくり、公的機関職員
を名乗って金銭をだまし取ろうとする特殊詐欺、重大

な交通事故につながる飲酒
運転、初詣における雑踏事
故などの発生が懸念されます。
そこで、県民の皆さまが
安全で安心して年末年始を
過ごしていただけるよう県警
察では、毎年12月１日から
１月３日までの間、防犯ボラ
ンティアや関係機関・団体
と連携して ｢年末・年始総合
警戒｣ を実施しています。

◆年末・年始総合警戒の取り組みをご紹介
街頭でのパトロールの強化や、金融機関をはじめと
する事業者への防犯指導を実施しています。また、「安
心ゆいメール」や生活安全企画課公式ＳＮＳによる防
犯情報の発信、県民の防犯意識高揚に向けた広報啓発
などさまざまな活動を行っています。

◆県民の皆さまへ
慌ただしくなる年末年始を楽しく過ごすためにも、
一人一人が事件事故の被害に遭わないよう
防犯意識や規範意識を高め、また、地域の
防犯活動へのご理解とご協力をお願いします。

県では、首都圏などの人材と県内企業との人材マッチング支援などを行う相談窓口「プロ
フェッショナル人材戦略拠点」（以下「プロ拠点」）を設置しています。県内企業の持続的な成
長を支援するため、プロ拠点のスタッフが、県内中小企業などの経営者と丁寧な対話を行い、
生産性向上や競争力強化などの企業課題の解決に資するプロ人材のマッチングを支援します。

問い合わせ   　労働政策課　電話：098-866-2366　FAX：098-866-2355

問い合わせ   　県警察本部生活安全企画課　電話：098-862-0110（代表）

年末・年始総合警戒を実施します！

「プロフェッショナル人材戦略拠点」を
ご活用ください

補助金も活用できます！
❶ プロ人材確保に係る人材紹介手数料の２分の１を補助します。
上限額： プロ人材を雇用する場合  50万円

プロ人材を副業・兼業で活用する場合  10万円

❷ 経営課題や求人ニーズの明確化など、プロ拠点の活用に
おいては一切費用はかかりません。 
ただし、民間人材ビジネス事業者を活用して人材を採用
した際、その成約に基づく紹介手数料や
利用料について当該事業者への支払いが
発生する場合があります。

警察と防犯ボランティアが連携し
た年金支給日における防犯活動

自主防犯ボランティア団体との
合同パトロール 

YouTube

沖縄県プロフェッショナル
人材確保支援補助金に
ついて詳しくはこちら
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◆プロ拠点活用のステップ
STEP
1

 幅広い経営課題について、プロ拠点のスタッフに
相談

STEP
2

 企業課題の解決に資する人材ニーズを、プロ拠点
のスタッフとともに具体化

STEP
3

 各関係機関と連携したプロ拠点のスタッフのサポー
トにより、ニーズに合ったプロ人材とマッチング

STEP
4

 マッチング後も、社内での人材の活躍や定着に
向けて継続的に相談することが可能です！

問い合わせ 　 
沖縄県プロフェッショナル人材戦略拠点（沖縄県産業振興公社 事業支援課内）
電話：098-859-6236　E-mail：pf-sup@okinawa-ric.or.jp

県内企業の
皆さまへ

 プロフェッショナル人材
（プロ人材）とは

新たな商品・サービスの開発、
その販路の開拓や、個々の
サービスの生産性向上などの
取り組みを通して、企業の成
長戦略を具体化していく人材

生活安全企画課マスコットキャラクター 安全安心マン
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深い緑や美しい海辺を散策 約2.3km

歩行
距離

消費カロリー

ピーマン 18.5個分

約2.3km 歩行
時間 約35分

約110kcal

※歩行時間や消費カロリー
　は個人差があります今月の運動量

コースMAPは
こちら

森を抜けると広がるぐしちゃん
浜には大きな奇岩がごろごろと
点在。ボルダリングスポットと
しても人気なんだそう。

6

森の手前にあったのは、教訓歌
「汗水節（あしみじぶし）」を作
詞した八重瀬町出身の仲本稔氏
の功績を称えた碑。

4

2万2千年前の古代人「港川人」
の人骨化石の全身レプリカが
設置されている具志頭（ぐし
かみ）歴史民俗資料館。

2

八重瀬町
Vol.8

琉球石灰岩の侵食により形成さ
れた自然橋・ハナンダー。長さ
約30m、高さ約10mで、古く
から住民や旅人を渡してきた。

3

ひ

　よく

約600ｍの自然散策路を歩くホ
ロホローの森。「ホロホロー」
とはヤブニッケイのことで、約
100種の生物が息づいている。

5

地元の農産物や特産品がそろ
うマーケット、八重瀬町を紹
介する観光案内所などが併設
された南の駅やえせから出発！

1

協力：八重瀬町ガイドの会　090-8351-8870

こ
ち
ん
だ

ぐ
し
か
み

問い合わせ   　秘書課　電話：098-866-2080　FAX：098-860-1453

県の動き3 令和６年度　沖縄県功労者表彰

県は、11月３日、令和６年度沖縄県功労者表彰式を開催しました。
式典には、受賞者のご親族や関係者の皆さまのご出席のもと、各部門で功績の

あった12名の方々に玉城デニー知事から表彰状と功労章を贈呈しました。

地方自治部門 牧
ま き

野
の

 浩
ひ ろ

隆
た か

83歳

沖縄県副知事、沖縄県立博物館・美術館館長、
琉球銀行常任監査役等を歴任し、沖縄振興計画
の策定、米軍基地の整理縮小、本県文化・芸術
の保存継承、「戦後沖縄経済史」の著作出版およ
び多数の論文を出版するなど、本県の地方自治
の進展と県勢発展に貢献した。

文化・学術部門 安
あ

次
し

富
と み

 順
じゅん

子
こ

81歳

琉球料理・沖縄の食文化研究家として、琉球料
理保存協会の設立に関わり、琉球料理の研究と
普及、琉球王朝菓子の再現、ブクブクー茶の復元、
琉球料理伝承人の指導・育成に尽力するなど、
本県の食文化の発展に貢献した。

地方自治部門 嘉
か

数
か ず

 昇
の り

明
あ き

82歳

沖縄県副知事、出納長、沖縄県議会議員、島田
叡氏事跡顕彰期成会会長等を歴任し、コンベン
ションアイランド沖縄の形成、海外・県外との交
流拡大、青少年の健全育成、島守の心の継承に
尽力するなど、本県の地方自治の進展と県勢発
展に貢献した。

伝統芸能・工芸部門 渡
と

久
ぐ

地
ち

美
み

代
よ

子
こ

87歳

永年にわたり琉球舞踊研究所を運営し、国指定
重要無形文化財「琉球舞踊」保持者として、組
踊の学校公演開催や各種教材の編成など、若い
世代への琉球舞踊の普及・伝承に尽力するなど、
本県の伝統芸能の発展に貢献した。

教 育 部 門 中
な か

山
や ま

 勲
いさお

86歳

沖縄県教育委員会委員長、精和病院院長、沖縄
県精神保健福祉協会会長等を歴任し、専門的立
場から教育行政に積極的に提言を行い、児童生
徒の学力向上や教職員のメンタルヘルス対策等の
諸課題の解決に尽力するなど、本県の教育の発
展に貢献した。

スポーツ振興部門 大
お お

城
し ろ

 武
た け

則
の り

85歳

永年にわたり剣道部監督を務め、高校生の指導・
育成に尽力し、国体や全国大会で優秀な成績を
残したほか、沖縄県剣道連盟会長等として、ねん
りんピックや全国大会を開催するなど、本県にお
ける剣道の普及・発展とスポーツ振興に貢献した。

スポーツ振興部門 仲
な か

村
む ら

 清
せ い

雄
ゆ う

77歳

永年にわたりゴルフ競技者として選手権大会に出
場するなど、第一線で活躍し、本県におけるゴル
フ競技の礎を築いたほか、沖縄市体育協会副会
長等として地域のスポーツ競技の発展に尽力し、
ゴルフ競技の普及とスポーツ振興に貢献した。

社会福祉部門 宮
み や

里
ざ と

 敏
と し

男
お

82歳

宮古島地区交通安全協会会長、沖縄県交通安全
協会評議員として、永年にわたり地域における交
通安全運動に従事したほか、交通安全標板や宮
古島まもる君の設置など、創意工夫を凝らした交
通安全活動を展開し、本県の社会福祉の向上に
貢献した。

社会福祉部門 比
ひ

嘉
が

 富
と み

子
こ

82歳

子どもが安心できる場所を設けたいとの思いから、
自ら保育所を開設・運営し、社会福祉法人勢理
客福祉会の設立へと発展させ、地域の保育環境
の向上や保育人材の育成に尽力するなど、本県
の社会福祉の向上に貢献した。

観光振興部門 佐
さ

久
く

本
も と

 武
たけし

80歳

瑞泉酒造株式会社取締役、沖縄県酒造組合連合
会会長として、泡盛業界の発展に寄与するととも
に、那覇市観光協会会長、沖縄観光コンベンショ
ンビューロー理事を歴任し、観光客の受入体制
の強化に尽力するなど、本県の産業および観光
振興に貢献した。

社会福祉部門 安
あ

次
し

嶺
み ね

 馨
かおる

82歳

永年にわたり県立病院医師として、救急医療、小
児医療、研修医の育成に尽力し、沖縄県立南部
医療センター・こども医療センターの初代院長と
して、小児専門医療を充実させるなど、本県の医
療の発展と社会福祉の向上に貢献した。

平和・人権推進部門 照
て る

屋
や

 恒
ひさし

84歳

学童疎開船対馬丸の生存者として長年にわたり複
雑な思いを抱えながら、残された者として語り部
となることを決意し、対馬丸や戦争に対する自ら
の思いや体験を次代を担う世代へと伝える活動を
行うなど、平和教育の推進に貢献した。
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問い合わせ   　秘書課　電話：098-866-2080　FAX：098-860-1453

県の動き3 令和６年度　沖縄県功労者表彰
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かおる

82歳

永年にわたり県立病院医師として、救急医療、小
児医療、研修医の育成に尽力し、沖縄県立南部
医療センター・こども医療センターの初代院長と
して、小児専門医療を充実させるなど、本県の医
療の発展と社会福祉の向上に貢献した。

平和・人権推進部門 照
て る

屋
や

 恒
ひさし

84歳

学童疎開船対馬丸の生存者として長年にわたり複
雑な思いを抱えながら、残された者として語り部
となることを決意し、対馬丸や戦争に対する自ら
の思いや体験を次代を担う世代へと伝える活動を
行うなど、平和教育の推進に貢献した。
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日 月 火 水 木 金 土

   1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31  

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31     

情報情報ひひろろばば
対対対象費費費用、料金場場場所、会場

期期期間、期限

問問問い合わせ先申申申し込み先他他その他

日日実施日、開催日、試験日

2024年 12月

12
月

１
月

令
和
６
年
度
美
術
館
企
画
展

『
○
で
も
×
で
も
な
い
も
の
！
』

〜「
Ａ
Ｒ
Ｔ
と
私
」正
解
の
な
い 

 

「
教
育
普
及
」展
〜

ア
ー
ト
と
私
が
向
き
合
っ
た
と
き
、
そ
こ
に

正
解
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
自
分
自
身
の

手
・
耳
・
目
・
心
で
触
れ
て
、
感
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
答
え
を
見
つ
け
に
、
ア
ー
ト
の
無
限
の

可
能
性
を
確
か
め
に
、
ぜ
ひ
美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期期  

〜
令
和
７
年
１
月
13
日（
月
） 

休
館
日 

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

12
月
29
日
〜
令
和
７
年
１
月
３
日

費費  

一
般 

１
２
０
０
円（
９
６
０
円
） 

高
校
・
大
学
生 

６
０
０
円（
４
８
０
円
） 

小
・
中
学
生 

４
０
０
円（
３
２
０
円
） 

未
就
学
児 

無
料 

※（　
）内
は
前
売
り
料
金
お
よ
び
団
体
料
金 

※ 

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

お
よ
び
介
助
者
１
名
は
当
日
料
金
の
半
額

（
身
分
証
の
提
示
が
必
要
で
す
）

問問  

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館 

☎
０
９
８
─９
４
１
─８
２
０
０

天
候
上
の
理
由
な
ど
に
よ
り
、情
報
ひ
ろ
ば
に

掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

各
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

ホームページ

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
未
来
の
空
手
家
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

沖
縄
空
手
の
未
来
を
担
う
少
年
少
女
を
、
現

在
活
躍
す
る
空
手
指
導
者
と
と
も
に
県
外
に
派

遣
し
、
空
手
指
導
者
と
同
じ
舞
台
で
演
武
を
行

う
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

沖
縄
空
手
の
振
興
の
た
め
、
未
来
を
担
う
少

年
少
女
の
育
成
が
重
要
で
す
！
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問問  

空
手
振
興
課 

☎
０
９
８
─８
６
６
─２
２
３
２

お
き
な
わ
省
エ
ネ
家
電

買
換
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
で
は
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
換
え
に
対
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
還
元
に
よ

る
購
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期期  

〜
令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

対対  

エ
ア
コ
ン
お
よ
び
冷
蔵
庫

問問  

お
き
な
わ
省
エ
ネ
家
電
買
換
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局 

☎
０
５
０
─５
８
１
０
─３
０
８
５

子
育
て
世
帯
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン

県
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
用
品
の
物
価
が
高
騰

す
る
中
で
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

対
象
の
ご
家
庭
へ
ミ
ル
ク
・
お
む
つ
・
尿
取
り

パ
ッ
ド
と
交
換
可
能
な
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

期期  

申
込
受
付 

〜
12
月
13
日（
金
） 

利
用
期
間  

〜
令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

対対  

対
象
者
Ａ 

非
課
税
・
生
活
保
護
・
児
童
扶
養
手
当
受
給
世

帯
の
い
ず
れ
か
で
、
令
和
２
年
９
月
２
日
か

ら
令
和
６
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

対
象
者
Ｂ 

令
和
６
年
９
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
有
効
期

限
内
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
制
度

の
支
給
決
定
を
受
け
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

他他  

支
援
内
容 

支
援
物
品（
対
象
者
Ａ
の
方
は
ミ

ル
ク
・
お
む
つ
、
対
象
者
Ｂ
の
方
は
お
む
つ
・

尿
取
り
パ
ッ
ド
）と
交
換
可
能
な
ク
ー
ポ
ン
を

配
布
し
ま
す
。 

対
象
者
Ａ 

５
０
０
０
円
分
╱
人 

対
象
者
Ｂ 

２
２
０
０
０
円
分
╱
人

問問  

沖
縄
子
育
て
生
活
支
援
受
付
事
務
局 

☎
０
１
２
０
─０
２
５
─１
２
５

農
地
の
貸
借
は
農
地
バ
ン
ク
で
！

沖
縄
県
農
業
振
興
公
社
は
、「
農
地
バ
ン
ク
」

と
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
の
仲
介
役
を
担
っ
て

い
ま
す
。
賃
料
の
徴
収
や
支
払
い
を
公
社
が
行

い
、
農
地
は
契
約
期
間
が
終
わ
れ
ば
所
有
者
へ

お
返
し
し
ま
す
。
使
っ
て
い
な
い
農
地
を
お
持

ち
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問問  （
公
財
）沖
縄
県
農
業
振
興
公
社 

☎
０
９
８
─８
８
２
─６
８
０
１

お
知
ら
せ

子子どどもも・・教教育育

「「空空手手発発祥祥のの地地・・沖沖縄縄」」かからら世世界界にに羽羽ばばたたけけ！！

未未来来のの空空手手家家応応援援ププロロジジェェククトト

1,123,700円円

2025年年1月月5日日ままでで

沖縄空手の未来を担う少年少女を、現在活躍する空手指導者と共に県外に派遣し、空手指導者と

と同じ舞台で演武を行う機会を創出することで、今後の空手へのモチベーションアップに繋げ、

将来の空手指導者の育成を図ります。

≪対象者≫ 令和６年８月に開催した「第２回沖縄空手少年少女世界大会」の県内出身上位者

≪派遣場所≫ 関西又は関東

未来の空手指導者に皆様からのエールをお願いします！！！

沖縄を発祥の地とする空手は、国籍や言語、宗教、人種等の壁を越えて世

界に広まり、現在では、世界190か国余り、１億３千万人もの空手愛好家
がいるといわれるほど普及しています。

沖縄空手を今後も正しく保存・継承し、将来にわたっての振興を図るため

には、未来を担う少年少女の育成が重要です。未来の空手指導者を育てる

本プロジェクトへの支援を何卒よろしくお願いいたします。

https://www.furusato-tax.jp/gcf/3559

沖沖縄縄県県

ホームページホームページ

ホームページホームページ
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入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

令
和
７
・
８
年
度
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
審
査
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

対対  

建
設
工
事 

県
内
に
主
た
る
営
業
所
の
あ
る
建
設
業
者 

12
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
） 

県
外
に
主
た
る
営
業
所
の
あ
る
建
設
業
者 

12
月
16
日（
月
）〜
27
日（
金
） 

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど 

本
島・周
辺
離
島
に
主
た
る
営
業
所
の
あ
る
業
者 

12
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
） 

宮
古・八
重
山
に
主
た
る
営
業
所
の
あ
る
業
者 

令
和
７
年
１
月
７
日（
火
）〜
20
日（
月
） 

県
外
に
主
た
る
営
業
所
の
あ
る
業
者 

12
月
16
日（
月
）〜
27
日（
金
）

問問  

技
術
・
建
設
業
課 

☎
０
９
８
─８
６
６
─２
３
７
４

ご
利
用
中
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
利
用
中
の
福
祉
施
設
や
事
業
所
に
対
す
る

苦
情
に
つ
い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

と
の
話
し
合
い
が
困
難
な
場
合
は
、
沖
縄
県
福

祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問問  

沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適

正
化
委
員
会 

☎
０
９
８
─８
８
２
─５
７
０
４

統
計
調
査
員
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
は
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

県
と
市
町
村
で
は
、
調
査
に
携
わ
る
統
計
調

査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
期
間
は
令
和

７
年
８
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
頃
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
担
当
課
へ ホームページホームページ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問問  

統
計
課 

☎
０
９
８
─８
６
６
─２
０
５
０

沖
縄
県
生
活
困
窮
者

暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
事
業

県
で
は
、
自
立
相
談
支
援
機
関
で
策
定
す
る

個
別
支
援
計
画（
プ
ラ
ン
）に
基
づ
き
、
一
定
期

間
主
体
的
に
自
立
に
向
け
て
取
り
組
む
方
を
対

象
に
、
食
料
品
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
活
に
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
お
住
い
の

地
域
を
管
轄
す
る
自
立
相
談
支
援
機
関
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

期期  
申
込
期
間 

〜
令
和
７
年
３
月
10
日（
月
）

対対  
令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
２
月
28

日
ま
で
に
自
立
相
談
支
援
機
関
に
お
い
て
自

立
相
談
支
援
計
画
を
策
定
し
た
方

問問  

事
業
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
７
０
─０
２
７
─１
１
６

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
出
張
申
請
受
付
実
施
中

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
を
目
的

と
し
て
、
出
張
申
請
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
商
業
施
設
や
公
共
施
設
の
ほ
か
、
企

業
や
福
祉
施
設
な
ど
に
ス
タ
ッ
フ
が
伺
い
、
申

請
受
付
を
行
い
ま
す
。

健
康
保
険
証
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
手
続

に
利
用
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
申
請
し
ま
せ
ん
か
。

期期  

出
張
申
請
実
施
期
間 

〜
令
和
７
年
１
月
下
旬

申申  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
８
─９
１
７
─５
４
５
５

ホームページホームページ

離職や収入の減少、就職、住まいや家族
関係などで生活・暮らしにお困りの方は、
一人で悩まずお気軽にお住まいの市町村
を管轄する自立相談支援機関にご相談
ください。

生活困窮者自立支援制度
について

生活困窮者自立支援制度
について

保護・援護課 ☎098-866-2428 県ホームページ

相談窓口一覧

戦後79年が経った今でも、沖縄県で
は多くの不発弾が見つかっています。建
築工事や土地活用などを行う際には、不
発弾探査を実施しましょう。

沖縄県不発弾探査補助金沖縄県不発弾探査補助金

防災危機管理課（分室）☎098-866-2153

ホームページ

生活保護は、最低生活の保障と自立の助長を図ること
を目的として、困窮の程度に応じ、必要な保護を行う制度
です。また、生活保護の申請は
国民の権利です。生活保護を必
要とする可能性は、どなたにで
もあるものですので、ためらわ
ずにお住まいの地域の福祉事
務所までご相談ください。

生活保護制度について

県ホームページ 相談窓口一覧

お住まいの地域の福祉事務所

民生委員・児童委員は地域の身近な相
談・支援ボランティアです。県内各市町
村では、民生委員・児童委員になってい
ただける方を随時募集しています。

民生委員・児童委員の
募集

民生委員・児童委員の
募集

お住まいの市町村の民生委員担当課または
民生委員児童委員協議会

ホームページ
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問い合わせ   　医療政策課　電話：098-866-2111　FAX：098-866-2714

県の動き4 小児救急の適正利用のお願い
～みんなで守ろう救急医療～

◆沖縄県内の小児救急の現状を知ろう！
これまで長い間、県内では「休日・夜間でも開いて
いる病院に子どもを連れて行けば診てもらえる」とい
う医療の体制が維持されてきました。
しかし昨今、県内の夜間の救急外来が非常に混雑し
ている状況が続いています。これにより、本当に緊急を
要する患者への対応が遅れることが懸念されています。

◆休日・夜間に小児救急を受診するか迷ったら…
お子さまの症状が本当に緊急の医療を必
要としているか「子ども救急ハンドブック」
などを活用して緊急度を確認しましょう。
① 高熱や呼吸困難、意識障害などの症状
がある場合は、迷わず救急外来を受診してください。

② 軽い症状や慢性的な症状については、翌日の通常の
診療時間内にかかりつけの医師に相談することなど
を検討してください。

③ お子さまの急な発熱やケガなどで夜間・休日に病
院を受診するか迷ったら、こども医療でんわ相談
（♯8000）を利用することで看護師などから的確な
アドバイスを受けることができます。
【受付時間】
平日 19:00～翌朝8:00／土日祝日 24時間対応

また、今年11月から沖縄県こども医
療でんわ相談（♯8000）の公式LINE
アカウントを開設しました。QRコー
ドからチェックしてみてください。
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◆♯8000と♯7119には違いがあります
♯8000と♯7119は、ともに、急な病気やケガ
をしたとき、救急車を呼んだ方がよいか、すぐに
病院に行った方がよいか迷うことがあれば、看護
師などからアドバイスを受けることができます。

♯7119は、年齢を問わず全ての人を対象として
おり、24時間電話受付を行っています。 
♯8000は、夜間・休日の時間帯に特化し、より
専門性の高い小児（０～14歳）に関して電話受付
を行っています。

共
通
点

違
う
点

♯8000 公式LINE

子ども救急
ハンドブック

救急病院の休日・夜間の受診者数（１施設あたり・令和２年度）

（出典元：令和３年度病床機能報告）
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広報課から12月のお知らせ

アンケート

読者の声

ラジオ
県民室

県政広報ラジオ番組
毎週月曜日～金曜日

自治体広報紙配信 マチイロ

Q1.  今号をどこで手に入れましたか？
または何でご覧になりましたか？

Q2.  今号の「美ら島沖縄」で面白かっ
たページは何ですか？またその
理由は？

Q3.  今号の「美ら島沖縄」で役立った
ページは？

Q4.  「美ら島沖縄」で取り上げてほし
い内容は何ですか？

Q5.  「美ら島沖縄」に関するご意見、ご
感想があればお聞かせください。

・ ラジオ沖縄（864KHz） 11：50～11：55
・ RBCiラジオ（738KHz） 11：55～12：00
・ FM沖縄（87.3MHz） 12：55～13：00

特集：10月は「食品ロス削減月間」です 
●年間約6.1トンもの食品が無駄になっていることに
驚いた。自分自身も食材を使い切れずに時々捨ててし
まうので、冷蔵庫の中身を確認し古いものから使って
いくよう心掛けたい。（那覇市）
●「Fuubo」という取り組みを初めて知りました。ぜひ
販売機を見に行きたいので設置場所を調べてみます。
（中城村）

県の動き３：首里城正殿の復元、着 と々 
●今しか見ることのできない首里城、見せる復興に対
する取り組みは、多くの人にとって貴重な体験になる
と思いました。また、復元後も過程を知っているとよ
り親しみが湧く感じがします。（名護市）

てくてく わがまちさんぽ【宜野湾市】
●９月のバス無料の日を利用して、宜野湾市まで行き
ました。普天間宮はもちろん有名なので知っていまし
たが、他にもこんなに魅力的な名所や旧跡があること
に気がつきませんでした。次は史跡にも注目して歩い
てみたいです。（那覇市）

自治体広報紙配信スマートフォン用アプリ『マチイロ』に「美ら島沖縄」を掲載しています。
「マチイロ」サイト（外部サイトリンク）から専用アプリをダウンロードしてご覧ください。

現在、108テーマの講座を提供中！県の
職員が講師として出向きます。詳しくは
県ホームページをご覧ください。

県政出前講座

アンケートに答えて
県産品を当てよう!

「美ら島沖縄」「うまんちゅひろば」のアンケートにお答えいただいた方から

 抽選で、毎月10名様に県産品をプレゼント！読読者者ププレレゼゼンントト

菊みそ加工所 夢工房

大豆ミートみそとにんにくみそ
国産の米と大豆、県産の塩で造る昔ながら
の手造り無添加みそを使ったあんだんすー。
ご飯はもちろん、パンとも好相性です！

商品に関する問い合わせ  
菊みそ加工所 夢工房　電話：098-998-0219

応募方法  
①左記アンケートへの回答 ②郵便番号 ③住所 
④氏名 ⑤年齢 ⑥電話番号を必ずお書きのうえ、
下記の宛先までご応募ください。

宛先  
ハガキ： 〒900ｰ8570 沖縄県那覇市泉崎1ｰ2ｰ2 広報課
F A X：098ｰ866ｰ2467
電子メール：kouhou@pref.okinawa.lg.jp

｢12月号プレゼント係」と明記してください。
※抽選の上、プレゼントを差し上げます。
※発送をもって発表と代えさせていただきます。
※ハガキの場合は、締切当日消印有効。

実施中！

「うまんちゅひろば」内容が少ない場合

応募締切

2024年
12月31日㊋

お一人様1セット

12月 7日 ・ 8日  生活困窮者支援 
～暮らしの困りごとに寄り添う～

12月 14日 ・ 15日  高齢者誰もが住み慣れた地域
で、生き生きと安心して暮らせる
地域社会を目指して！

12月 21日 ・ 22日  第12回沖縄平和賞

県政広報テレビ番組
「美ら島沖縄」
公式I

イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram毎週土曜日・日曜日

・ 琉球放送 (RBC） 
土 13：10 ～ 13:15
・ 沖縄テレビ (OTV）
日 8 :25 ～ 8 :30

過去の放送
をYouTube
でご覧いた
だけます▶

「美ら島沖縄」で取り上げた
県の取り組みや情報を、イラ
ストや写真で紹介します。

配信中！
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